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4婦向

平
塚
市
で
は
、
み

ど
り
と
仕
刊
の
ま
ち
づ

く
り
を
人
引
い
け
終
に
、

公
倒
的
総
鋭
、
ま
ち

の
り
開
化
を
滋
め
て
ま

い
つ
ま
し
た

β

ま
た
、
本
年
間
け
に
は
勺
み
ど
り
法
令
一

が
設
ん
止
さ
れ
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
指

し
、
市
誌
の
品
川
W

悼
と
と
も
に
都
市
的
紋
化
に
M
m
械
的
に

取
リ
組
ん
で
い
ま
す

こ
う
し
た
な
か
で
、
ト
バ
七
日
か
ら
九
打
開
に
わ
た

り
J

み
ど
れ
ソ
と
ほ
州
ん
う
唱
法
と
綻
ぼ
う
砂
を
苧
j
?
に
、

第
m
門
川
刊
か
な
が
わ
抑
制
中
市
紙
化
ヂ
塚
ブ
ェ
ア
が
、
川
ヴ
阿
川
市

叫
叫
ん
日
公
開
削
を
会
場
に
山
附
熊
谷
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
を

機
に
、
新
た
な
一
一
市
民
的
日
間
い
の
坊
と
し
て
務
総
を
滋
め

て
き
ま
し
た
~
日
本
峰
山
附
や
計
九
の
綴
、
わ
ん
ぱ
く
広

均
、
燃
の
広
場
な
い
と
が
間
同
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
ま

A

O

 

‘す一
と
の
ブ
ヰ
ア
を
巡
し
て
、
み
ど
H
J
と
仲
刊
の
す
ば
ら
し

さ
、
大
切
さ
を
む
誌
の
幹
線
に
し
j

分
ご
殺
鮮
側
側
、
っ
と
と

も
に
、
市
民
一
人
…
人
が
や
ひ
ぷ
ず
い
り
め
く
い
勘
九
酬
の

日
制
別
法
と
う
る
お
い
の
湖
南
町
都
市
(
ま
ち
~
ひ
ら

つ
か
ω

の
定
筏
へ
の
火
器
な
え
ず
ヴ
?
に
し
た
い
と
巧

え
て
お
つ
ま
す
。

期
間
中
は
、
コ
ン
サ

i
iや
燥
が
な
ど
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
連
日
総
リ
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
続
出
四

時
時
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
谷
じ
ま
す
。

7
£
ア
の
問
問
般
に
あ
た
り
、
各
締
間
体
、
公
業
を
は
じ

め
関
係
各
絞
め
絶
大
な
る
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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平塚線警察

。意書華語大学聖子宝事秋雲蓉ザーグ覇支{礎科〉

• 7 日 (ごと)

11時東海大学対大東文化大学

13時30分 械室葺:大学:l't明治学i絵大学

令 8 日(日)

11時 明治学際大学対減務大ず=

13時3担分 大東文化大守モ対米海大ヴャ

神奈川大学野球秋空手リーグt;世
.11臼 (7]<)、器 (ホ二) 9寺

県潟illT;I!主軟式野球(i¥fl.;i;たゐ決勝)

• 15お(日) 8討

玄界主愛護築設場
。芹軍縮器

Eヨ(ゴユ)持 活本社会人アメワ

:Qン 7';/トポーノレ〈有料) シルノ〈

ーオックス対主シャ…クス

o詩若手露関ーズカップ

• 8臼(自) 14W寺 田本ッカーリー

グ公式戦(有料) N 
マカークラブ

El (l，ll 時 平塚市中手校体行

)"余新人戦線上級校

二、沼(日) 9 子

ね在来γ=主主主J

みどりの金銭嬢示室鐙

り、

料工業(株)、自

?吉野線公開、持轄c v 
カ(株)、 NTT、1在京市又

!qli忍潟、(株)綴浜大洋球5君が出産主しま

す窃

パラの蒸し在、すばらしさを知っても

らい、総しんでもらい、好きになっても

らうために、コーナーに分けてわかりや

すく淡釈しています。ヱコーナーは、パ

ラの文化探究など自殺知らないこと金紹

介しています。 2コ…ナ…;卓、鐙りべ人

形がパラの懸史を綴った号、ピヂオで、

王子E足元年10flB (2) 

議時数家主議案内

200舎一会問

200会 3B r怒
7，iO， II 8，ただしli日は13時~

280台 A 命全日

260合一金日

150合-5器開

1，8，10，14，15日

間開設時限 9n寺-171時30分まで

r官叩ズシティひらつ かJ の紹介などを

しています。 3 ーナーでは、主主f霊的中

にパ予告と鎖して、 rアレンジメント教

ゃ rパラづく号数君主J などを照寺ま

聖子外では、詰ま界のパラ滋lも行われま

す。

。アレン世メント数議室 倉部(Jl)、 12日

(本) 131時30分 -15降、日(.-;1-:，) 10 
時30分~12!l幸先"i30入。申し込みは
中心街まちヴくり fti出へふifi22-3037

e や容ししり《ラづくり敷設 11日(水)、

13閉(金〉、 14 El (ごと)131母30分 -15時30
分 申し込みは中心街まちtブくり抗議

へ。免税60入。
@パモラの主主化務機会 初日(綴) 131時30

分寺30分(f>J1iの時は球場会;議議〉

波長芸毅Fおとこ体重審の綴物主義務

ヲミ域f品ヶig，lIlJ(7湾、 S日)、花巻市(10
自、)、治1t1i市(14日、 15日〉

在来わいの鐙

平塚でつくワた。される名産品を産主.fft_f.!il
グ品

フラワーロックコンサート

ヨフマチニユココパシド!こよるコンサート、

守4:00-

フラワーむツクニコンサート
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鵠毘鶴居識の無料プレゼント

マリーゴールド

3コゲラツヲム

サ)~ピ戸

@縁のプレゼント{立、lOff寺30分から先着1000入

に配布します。ただし、 7日は詩!会式の

ため11時から配布。

・配布場所l立、多t'l的

広場。

熱気覧表
11l主に 5人乗れる主主的熱気球的試乗会

て...to 7呂、 8目、 1吉田、 14目、 15日10

時-17時

王室ここおししらお苦言欽滋

1 I謹150閉めミニユ s が巡ります。 8器、

10器、 14説、 15沼培-16持寺

なっちゃんの動物持

ポニ旬、ヒツジ、ヤギ、ウサギ、アヒ

んなどのミニ動物滅。 10時 -161時命百日、

11母、 13留は休み。

続とそ子の主幹:ζ毒賓室富

殺と弓広告対象に木工救護を鈎きます。

呂田10時-12時、先手til00入。無料。

主義務づくり談室麓

訪日 101時-12時、う忌窓 100入。築資。

ウオークラリー

ボーイスカウトとがールスカウトによ

るウ方ークラ 1).'0  8器llJlO'-1411寺。

劉芸馬主

観芸閣工

フワフワランド
7日11時 -17時、 8思10Jl寺-17時

ログハウスの緩示

イ水車{月号としてこ了利用くださFい。

ス ポ ッ ト イ ベ ン ト

@ゲートオトーノレ大会 羽田 9時

。宜主筋肉発畿会 12日ぬ時

場一橋本救援(会場は零ワの芸能怒!路〉

15自10時一12時、 13時 -16時

みどりのマーケットHザール

ヲミおく人犯ゆる秋。 !ln'~搭7官や欽食物、

いろいろなグッズを販売。野菜市は 7白、

串目、訪日、 14日、 15自のぬ時から。

ひらつかふれあいばざーる

行政機器喜のPRコーナー。 リサイクノレ

?ーケ y トは 7日、呂田。 301おt士j)議。

事草木市

市!大3・外的染者による楠木市。 9日IIiJ。

F，JiJ!到したばかりの自本経織でゆっく 琴線審 7器(法二)、 8日(日)

りとさを滋ごしましょう。 開語苦宰 5日(日)10Jl寺-12時 大入手

襲警だて 7沼(二七人呂田{日)，14日(え) 供合わせて先手議100人

10時 -14時30分毎日先完封300人

官制裁ん、 ;::1まんのうだ伶勝三人衆 ア 臼12鍔35分~

肯ダ'カー汁そが叡ぅ rg諮然と綴と，人賂J 7臼何時~

官綴!ここだまする轡僚やすのりコンサート 88科書寺~

端会:fBAチージ的合い荘jに11'.の維や7ラワーキャンヂィ、聖子員長、花

め万博グ y;てなどを謂e:1押します。

肯みんな重軽室長れ、おJII主宰議、藤井ーさ子、丹後緩予と一緒12: 108料提子}

官官吏翻ライダーブラックガ王手緩にやってくる 158旬符30分~、13際~

菅原やすのり

11; 00-

ダンスシ王道一

守2:∞~ 
マジック

シ忍一

平塚奇術

クラブ

鴻濁1)1¥ティー、フラ'Y:ジャー文、

yャギー、持最中ヲ1)ヱイト

ダ。カーポ

警警療やすのりコンサート

14:00~ 

フラワーロツタコンサート

ヌフマチニユアパシドによるコシサート



(4 ) 

酬
明
和
刊
の
滅
づ
く
れ
ソ
「
総
合
公
開
酬
い
は
、
す
で
に
第
一
一
端
容
惜
治
的
ヂ
脚
略
的
部
悦
明
、
日
平
塚
競
技
織
の
ほ
か
、
部
開
今
一
開
崩
事
業
の
ヂ
即
時
の

は
ら
っ
ば
、
多
H
M
約
広
場
、
開
制
附
糟
描
間
体
年
音
盤
帥
加
し
、
多
く
の
人
々
に
初
期
淵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
な
が
わ
お
お
緑
化
手
塚

フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て
、
日
本
山
間
同
制
、
出
例
会
い
の
広
場
、
梅
林
、
開
明
の
広
場
、
野
お
の
議
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
が
附
問
州
出
し
ま
す
。

残
る
総
合
体
育
輪
開
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
お
山
間
広
拠
物
、
九
時
間
開
討
ト
リ
ム
広
場
、
ふ
れ
あ
い
勤
務
総
等
は
、
平
成
一
一
年
波
に
党
議
す

る
予
定
で
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
党
成
す
る
施
設
の
概
漆
を
紹
介
し
ま
す
。

都市主主fと、家アェアす年耳目

行
本
山
点
的
伝
統
的
子
決
を
取

り
入
れ
な
か
ら
、
だ
れ
で
も
が
J
A

械
に
散
波
、
体
線
、
絞
殺
で
さ
や

日
本
山
出
山
間
で
す

3

泌
を
中
心
に
作
絡
さ
れ
、
築
山
、

沌
、
流
れ
、

m
m
M
円
九
あ
ず
ま
や
)

せ
を

mA仇
7

」
、
同
滋
開
削
絡
を
w
抗日り

な
が
ら
、
問
問
手
術
々
的
特
り
変
わ

し
る
成
以
か
鋭
依
す
る
M
門
滋
式
山
地
同
州

で
す

q
ま
た
、
峰
山
山
に
は
、
山
崎
山
則
的
切

り
訂
以
り
械
で
は
日
本
叫
日
虻
い
絡

H
M
域
内
線
よ
り
説
く
、
し
か
も
よ

さ
い
れ
御
紛
(
し
ろ
み
か
げ

J

的

行
婦
や
本
線
(
太
紋
織
)
が
あ
り

ま
す

e

平成尺;年lOrJ5 f3 

地と滅れに曹をしく潟和した太般機

車
市
制
刷
恥
尚
一
の
利
便
を
は
か
る
公
か
な
時
時
間
関
心
山
川
町
中
で
、
間
同
開
問
丹
治
シ
ョ

同
開
地
設
と
し
て
怨
判
読
さ
れ
れ
~
し
色
合
凡
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
ワ
く
つ
く
た
め
の
機
設
で
て

ス
ト
ハ
ウ
ス
寸
レ
手
ト
ラ
ン
し
八
千
つ
い
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
席

ψ

涼

い

は

、

十

万

山

vv

じ
弓
ふ
き

i
ア
4

f

4

叫
ん
リ
ト

し

れ

わ

?

レ

ウ

小

企

フ

ン

媛

大

競

い

判

後

九

時

一

一

A

は

旬

ど

な

た

に

十

分

ま

?

?

u
j…
一
に
刊
…
静
か
お
霧
額
気
邸
中
で
禽
事

J
1
J
1

ノ
ニ
品
妓
吋

ょ

う

彬

広

く

山

出

…

絡

に

ご

間

判

別

府

M
X
守
れ
て
い
ま
す
b

4

て
い
ま
す
。
務
係
は
だ
総
司
く
だ
さ
い
。

一
燃
の
レ
ス

i
ラ
ン
は
、
M

T

4

一
燃
は
、
公
倒
的
洩
品
別
総
説
明
ザ
問
い
合
わ
せ
し
ス
ト
ラ
ン
大

ラ
ス
が
大
地
に
必
ワ
中
山
し
、
必
去
内
判
浴
さ
れ
る
同
体
に
、
レ
セ
ブ
係
法
ぷ
お
J

m

一
五
八
い
ぷ

誌、f品には、ハープラベ'~~lf'外 !;i 、人1m !1H，lf!d 

クスノキやケヤキの紋泌があり主す→ j心iIllこ

はタが滋?J.Kしてい主す ただし、人:il1lて 水

浴 V'I土マC)まべぞん}

て i箆子f?dレグ〉鴻ネ L、l'耳、ド!対 J、
い ~fJl<場スや 1 )にま lll1j坂城れよ
まるたなブ‘シ射すにめ1'1'あれ
すよちどり対J ヨ本 ;}~ i広告いか
つうカぐを J デヰン1JbQ_ IJltら j予ヨジj ら

に ri，;をゲの准コ さった物で
な i!ii子〆tこン }，Lぢ iずはさ
》に、 J~ め li. ピ てグ} ， と る

グ

エ
ノ
キ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
専
の
野
山

が
川
町
む
%
の
な
る
樹
本
を
ふ
下
体
に

M
m
M
糾
し
て
い
ま
す
制
問
に
は
、

宮
川
町
れ
入
学
的
被
災
を
幼
止
す
る
フ
ェ

応
ン
ス
や
野
山
的
中
高
一
い
を
制
叫
ん
何
千
る

リ
ベ
場
山
間
な
ど
、
身
況
に
は
映
の
動
絞

μ
物
と
ふ
れ
あ
え
る
主
つ
に
な
咋
て

わ
い
ま
す

Y

-
ゆ
〔
ふ
る
さ
と
の
み
ち
}

市
山
ふ
る
さ
と
の
み
ち
は
、
約
九
的

会
議
と
わ
ん
は
く
広
場
と
の
間
に
あ

d
E絞
宗

管

制

散

す

る

襲

す
こ
み
ち
で
FI

いV

野
山
の
幸
、
人
ず
り
と
、
必
公
的

昔
よ
い
子
供
た
ち
の
山
を
斗
に
し
な

が
ら
出
一
む
》
ふ
る
さ
と
の
み
ち
は
、

紙
化
三
ア
の
け
心
人
事
燃
で
あ
る

出
会
い
の
広
場
は
、
総
介
公
胤
塚
球
場
、
と
ド
勾
絞
伐
均
的
問
一
は
、
{
大
池
の
広
場
〕
ご
に
ハ
仁
JU
川r
H〆
以

内

市

町

村

の

，

本

}

を

M
m
紘
し

の

中

心

に

あ

り

、

人

的

流

れ

が

犯

す

で

に

完

成

し

て

お

り

』

子

供

む

大

泌

的

対

り

に

あ

る

広

場

は

、

て

い

ま

す

心

み

ち

沿

い

に

は

、

ぶ

ま
る
地
所
か
ら
山
川
会
い
の
広
地

t

ち
が
旬
刊
の
よ
う
に
本
滋
ぴ
を
し

J

け
締
約
F

し

ろ

み

か

げ

}

的

救

打

出

会

い

の

広

治

に

織

を

械

、

え

る

む

や

う

f
く
ま
る
打
、

守、

H
HハH
F
H
γ
)
と
い
い
ま
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す

P

主

た

、

日

細

川

県

を

し

、

ク

ス

ノ

キ

、

ケ

ヤ

キ

隣

保

す

る

機

体

は

、

設

い

て

い

る

行

な

ど

の

J
引
像
鮮
い

す
や
広
場
は
大
抽
出
、
し
人
抽
出
的
広
場
、
流
れ
の
問
問
に
は
、
初
段
宇
野
を
守
的
大
本
を
続
出
柑
し
て
、
ス
ケ
2

t

山
線
林
市
H
栄
樹
ぷ
験
が
、
必
れ
る
人
の

μを
ん
州
市
し
ま
せ

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
積
水
地
、
子
供
イ
メ
!
ジ
に
し
た
い
A
拾いやしん
3
な

ル

的

大

き

な

り

脚

円

以

を

形

成

し

て

い

場

山

wz山
町
内
械
の
本
じ
て
く
れ
ま
す
。

の
水
遊
び
ぬ
と
な
る
流
れ
か
ら
怖
ケ
ヤ
キ
等
で
紋
践
を
泣
け
て
い
ま
主

f

o

i

じ
本
を
治
的
し
な

成
さ
れ
ど
い
ま
す

i

す

川

広

場

に

は

、

本

総

パ

i
コ

ラ

、

が
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